株式を社クループセブシャ八ン 

本社：干 141-00 吕2東京都品川区東五反田 3-14-13 高論吉ューズビル 
修理センター：干 242-0001 神奈川県大巧市下鶴間2已〇〇 


お客樣 
相談センター 


巧0570 -077772 

ナ巧ィ阿 W 受け時間：月〜金10:日日一17:□口は'日'祝日を插く) 

巧 0570-086072 

ち?？ R 受付時間：月〜を10:00〜17:0□化旧.巧日を除く) 
※全国各巧より巿巧通話将金にてご利用いただけます。 
※商品により部品としての取り巧いのないちのがございます。 

* PHS 、一 部の IP 電巧など、ナビダイヤルをご利用できないり A c ~7 or \ ■•マ ert 
場合は、誠に恐 n 入りまずび、こちらにおをけくださし、。 Uo -0/ oy - l/DU 


部品ま文 
センター 


Ref: ZC000W7994 


BF8G2*-BI802* 


取扱説明書 


テイファール電気ケトル 


TfaL 

了ィフアール 


APRECIA 

アプレシア 



•お買し、上げし、ただきまして、誠にありびとうござし、ます。 

• 正しく安全にお使いいただくたゆ、ご使用前にこの取扱説明書をぶ、ずお読みください。 
•読み終わったあとは、いつでも見られる場所に保管してくださし、。 


















安全上のごま意 


•ご使用の前に、この「ま全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

参お読みになった勘ま、し〇でも見られるところに必ず保管してください。 

♦ここにおしたミ主意事項は、製品をま全に正し <お使いいただを、あなたや他の人々への危害や損害 
を未然に防止ずるためのものです。誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を「警告」 
性意」の2つに区分しています。いずれも安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってください。 



誤った取り巧いをしたときに、 

人び巧こまたは重傷を負う可能性び想定される巧容でず。 


〇 


ぶ、ずお守りください 

定格1己 A •交流10 0 V のコンセントを単独で使用してください。化ちは空ける 
他の機器と併用すると、発熱による火災や故障の原因になります。\一一^ 

•延長コードを定格1日 A のちのを単独でお使いください。 


〇 


使用中、電源プラグ/電源コードび異常に熱くなるとさは、直ちに使用を中止してください。 

♦シヨートや発火ずる恐れびありますので、弊社お客様相談センターまでご相談ください。 

成れた手で、電源プラグの抜き差しはしなしでください。 

♦感電の原因にな0まず。 



0 


修理技術者政がの人は絶础こ分解したり修理-改善は行なわないでください。発火したり、異常作動して 
けびをすることびあります。•修理は弊社お客様相談センターにご相談ください。 

ケトル本体の底部や電源プレートを水につけたり、水に濡らしたりしないでください。ショート•感電の 
恐れがありまず。 

子供だけで使わせたり、乳幼児の手の届く所で使わないでください。やけど•感電•けがをする恐れび 
あります。 


お 

取 

じ 



maxi (満水）目盛り政上の水を入れないでください。やけど-感電-けびをする恐れびあります。 

扇沸かし中は、ふたを確実に蘭めてください。ふたを開けたまま使巧しないでください。 

湯が流れ出てやけどをすることびあります。 

ケトルを鼠倒させないでください。湯び流れ出て、やけどの恐れびあります。 

ケトルを傾けたり、ゆすったり、ふたを持って移動しないで<ださい。漏び流れ出てやけどをずることび 
あ0まず。 


ミ主ぎ□をふきんなどでふさがないで<ださい。湯びふさこぼれて、やけどをすることげあります。 

直火（ガス台など）や電気ヒーター、電祗調理フレートなどの上に載せないで < ださい。 

乂災の原因になります。 



〇 電源プラグのほこりなどは定期的に取り除いて < ださい。 

フラグにほこりなどびたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。 

•プラグを抜さ、乾いた巧で拭いてください。 

電源フラグは根元まで確実に差し込んでください。 

差し込みび不完全な場含、感電•発熱による火災の原因になります。 

•傷んだプラグ.緩んだコンセントは使わないでください。 

0 コード-電源プラグを破損するよラなことはしないでください。 

傷付けたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に巧げたり、ねじったり、ひっぱったり、 

重い物を載せたり、束ねたりしないでください。傷んだまま使うと、感電’シヨート’乂災の原因になります。 
♦コード-プラグの修理ま、弊社お客様相談センターにご相談ください。 



給表示の例 

€ 


&記号は、禁止の行をであることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び表記されてし'!ます。 

• 記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な指示巧容(左図の場合は電源プラグをコンセントから巧く）び表記 
されています。 


0 


0 


不安定な場所や熱に弱い敷物の上やカーテン等可燃物の近くで使わないでください。 

火災の原因になります。 

壁や家具の近くで使わないでください。蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色、変おの原因になります。 

ス I -ーブやガスコン□など熱源のそばで使わないでくださし1。本体のプラスチック部分び熱で損傷 
することびあります。 

遍沸かし中は、移動させないでください。湯び流れ出たり、蒸気でやけどをすることがあります。 

湯沸かし中または湯沸かし直後は本体が側び熱くなり、注ぎ口などか6熱い蒸気び出ますので、ふたを 
開けたり、注ぎ□に触れたり、義気に手を近づけたりしないでください。やけどの原困になります。 

ケトル本体に水び入っていないとさは、スイッチを ON にしないでください。故障の原因になります。 

牛乳を沸かす、紅茶を煮出す、スープを作るなど、湯沸かしし:^列の目的で使用しないでください。 

また、瓶やカップなど、水！;!巧のものを製品の中に入れないでください。故障やミちれの原因になります。 

専用の電源フレートしがりま使わないでください。また、電源プレートは他の機器に転用しないでください。 
発火、故障などの原因になりまず。 

電源プレート中央の接続部（金属部）にピンを差し込んだり、ゴ S を付着させないで < ださい。 

感電、ショート、発火の原因になります。 

本製品は一般家庭巧です。 

使用時な外は、電源プラグをコンセントから抜いてください。絶縁劣化による感電’漏電火災の原因に 
なります。 

電源プラグを抜くとさは、コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って弓 I さ抜いてください。感電 
やショートして発火することびあります。 


ま意 ♦本製品は湯沸かし専用にお使いくださし1。水な巧•のをのは沸かさないでくださし、。 


ミち意 ♦本製品に保温機能はついていません。 


A :±& 誤った取り扱いをしたときに、 

/1 \クエ后人び損害を負ラ可能性及び物的損害の発生び想定される巧容でず。 


ぉ取〇扱い 
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電源フレート 


♦本製品！は、ケトル本体と電源プレートの 
セノてレート式になっています。 

•電源スイッチを入れないと作動しません。 

♦空ださをすると、本体内の安全装置び作動して 
ヒーター部への通電び自動的に切れます。 


注意 ♦注ぎ□にフィルターびをちんと 
セットされていることを確認して 
ください。フィルターをセットしな 
いと、お湯び沸いてをスイッチが 
切れない場合びありまず。 


>注ぎロカノ く一はミ主ぎ□からほこりなどび 
入るのを防ぎます。 

ミちぎロカノ く一はデ I 」ケートですので、 

強 < 引っ張った0巧げたりしないで < ださい。 


コードをセットする 



コードの長さを調節し、電源プレートの切り込みにコードをさちんとセットしてく 
ださい。 


ン 


電源ブレートを置く 電源フレートは清潔で平らなところに置きます。 



ミち意 参本製品には付属の電源プレート W がは使用しないでくだをい。 


つふたの開け方、 
' J 閉めち 



開け方 

ケトル本体の取っ手を持って、ふたの手びかり部分にあるボタンを押しなびら、 
をぎ□側から取っ手側のちへ弓 I き上げます。 

閉め方 

ふたびカチッというまでしっかり上から押してください。 


ご巧用の巧に 


各部のち祐 


く開け方> 
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水を入れる 


ケトル本体に必要な量の水を入れてふたを巧めます。 



注意 •初めてケトルを使用ずる際は、最初の 2-3 回は念のためにずずいで 
からご使用ください。 

•電源プレートの上に本化を載せた状態のままで水をまぐことはお 
やめぐださい。 

•ミネラルウォーターやアルカリイオン水を沸かしたときは、水に含ま 
れる S ネラルぶ分びケトル内部に付着しやずくなりまず。 

•水を入れずぎまずと、ふきこぼれる恐れがちりまずので 、 maxi 
(満水）喊上は水を入れないでください。また、水を入れないまま、 
空だををしないでください。故障の原因になります。 

•ふたがさちんと閉まっているのを確認して < ださい。 

ふたがきちんと閉まっていないとお湯が沸いてちスイッチが切れな 
い場合がありまず。 


ン 


電源プレート 
へのセット 


ケトル本体を電源プレートに正しくセットします。 


コンセント 
につなぐ 


電源フレートのフラグをコンセントに差し込みます。 

注意 •定格 15 A •交流 100 V のコンセントを単独で使用してください。 

他の機器とが用ずると、発熱による乂災、故障の原因になりまず。 


電源スイッチの上のほラを押して電源を入れます。 

電源スイッチの位置は取っ手の上部にあります。 

注意 •湯を;巧かしている最中は絶巧にふたを開けたり、霖気に手を 

近づけたりしないでください。やけどをずることがありまず。 

お扇が沸騰ずると電源スイッチは自動的に切れます。 

* お湯び沸騰するまでの時剧ま、水量-水温-室温などによって多少異なります。 

* お湯び沸く前に電源を切る場合は、電源スイッチを指で押して OFF にしてください。 



こ) 


お湯をまぐ 



沸騰状態びおさまってからお湯を注ぎます。 

♦電源スイッチび OFF になっているか確認し、電源プレートからはずしてお湯を 
ミまぎまず。ミちぎ□カバーはお扇をまぐと開きまず。 

•まぎ終わったときに、ミまぎ□カバーがもちあがっている場ちは、軽く巧して 
もとに戻し、ほこりなどが入6ないようにしてくださし、 

♦使用後はお湯を残さず、ケトル内部を空にしてください。 

注意 •沸騰直倒こふたを開けなし巧ください。やけどをすることがあります。 


お知5せ •湯沸かし中または湯;巧かし直樹こ、取っ手が部分側；:、また個人差により、をか熱さを感じることもございまず。 

♦ケトル使用後しばらくずると、カチンッと音がすることがありまずび、これは熱せ6れたプラスチックや金属部分が 
をめるときに発生ずる音でずので、製品に問題はありません。まむしてお使いください。 

•電気ケトルは蒸気を感知してスイッチが切れる仕組みになっています。この蒸気が、取っ手の下から水滴となって垂れ 
ることがありまずが、故障ではありません。また、故障の原因になることもちりませんので、ミむしてお使いください。 


お湯の巧かし方 
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本体が側の 

♦がず電源フラグをおいて、本体が错ゆるのを待ってください。 

お手入れ 

•やわ 5 かし佈で拭し VT ください。びんこなミちれには插らした荷こ中性洗剤を 
含ませて擦り、拭を取ってください。 

♦故障の原因になりますので、ケトル本体と電源プレートを水に浸けることは 
絶対におやめください。 

•磨き粉や金属タワシ、漂白剤などを使うと傷びついたり変色する恐れびあり 
ますので、ご使巧はおやめ < ださい。 

まぎ□カバーのお手入れ 

&たを剧ブ、ケトル本体内側にあるミまざロカノ く一の突起を巧して力；く一を開 
け、やわらかい布で描き、力；く一を閉じます。（力；て一の取り列•しはできませ 
ん。またカバーはデ1」ケートですので、取り破いにご注意ください。） 

フイルターの洗を 

ミまぎロカバーを勵ブ、フィルターのタブを持って弓怯抜き、水洗いしてくださ 
し、洗浄後は乾かして再度しっかりセットします。フィルターをセットしないとお 
漏び沸いてもスイッチび切れない攝をびありまず。まぎ□力く一を閉じまず。 

本体内測の 
お手入れ 

本体内側の巧れ（白い浮遊物、虹色などの変色、赤さび状のはん点など） 

は、本来水に含まれるミネラル成分の作用によるをので衛生上問題ありませ 
んのでご安む <ださい。なお、ちれび目立ってきましたら定期的にお手入れを 
してください。 

♦通常のお手入れ 

水でよくすすいでください。その後乾いたふきんなどでしっかりと拭いて < だ 
さい。 

•巧れが落ちにくい場合ー クエン酸を使って 

1 . 水を maxi (満水)まで入れ、その中にクエン酸 （ 1己 g 程度)を入れて、かさ混 
ぜまず。 

2. &たを頭めて沸臆させ、その後、約一時間放置します。 

3. お湯を捨て、水で充分にすすざます。 

4. クエン酸のにおいび気になるようでした日、水だけを入れて再度通常どお 
り沸臆させてお湯を捨てて<ださい。 

义 表面に傷びつをますのでステンレス部分を強<こすらないでください。 


ケトルが作動しなし） 
または沸騰前に止まってしまラ 


>電源プレートのフラグびコンセントにさちんと差し込んであるかを確認します。 

>ケトルを空ださすると、空だを防止の安全装置び作動してヒーター部への 
通電び自動的に切れます。その場含は、ケトル本体を電源ブレートから外し、 
熱ををましてか弓水を入れまず。 

スイッチを入れて通常どおり作動させてしば b くすると、湯を沸かし始めます。 


お漏を沸かずと •プラスチック製電気製品（本製品）は、一般的にブラスチック部分び熱で温め 

ブラスチックくさい 5 れることにより、プラスチック特有のにおいが出ます。 


水が漏れる 

コード、電源プラグ、 

電源プ レー トに損傷び見られる 


参修理の依頼は弊社お客様相 i おセンターにご連絡ください。 


韻 ケトル Aprecia (アプ レ シア 0.8 L) 

定格電圧：] oov 

重量（全体）スカイブルー、カフェオレ、 

シュガーピンク、 U - フグリーン：約 0.7 已 kg 

定格消費電力： 1250 W 

重量(全体）メタリックノワール、メタ U ックホワイト、 

；><夕 U ックルビーレッド：約日. 8 目 kg 

最大容量： 0.8 L 

サイス(全体幅 X 奥行き X 高さ）： 22.0 cm X ] 己. Ocm X ] 狂 Ocm 


※仕様.デヴイン.価格等は変更になることがありますのでご了承くださし、。 
※本製品は中国製でず。 


株式を社グループセブジャパン 

本社：干 141-0022 東京都品り I 区ま五を田 3-14-13 高輪 S ューズビル 
修理たンタ ー :干 242-0001 神まり I 県大和巧下鶴間2500 


お客様 
ネ目談センター 


が 0570 -077772 

畳付時間：月〜をの:〇〇〜17:□□仕’日•巧日をおく） 

巧 0570-086072 

巧5?な；受付時間：巧〜金1 cmo - i ?: □□仕-日-巧日を除く） 
※を国各抽ぶり市巧通話料舍にてご利用いただけまず。 
商品により部品としての取り扱いのないちのがございまず。 

* PHSi - 部の IP 電話など、ナビダイヤルをご利用できない —マ on •! マ > ■い 
場合は,誠に恐 n 入 D ますが I こちらにお掛けください。 Uo -0/ oy-lOU 


部品を夕 
センター 


製品仕な 
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